
1 質問項目 北海道 東北 関東 中部 近畿中国 四国 九州

2
現在、貴局で管理している治山台帳の数を教えてください。

なるべく詳細に回答いただけますと幸いです。

1万3千件

局に全ての台帳があるわけではない。（一

部、署で管理）

1万5千100件

16～17万件くらい。内訳：局は2,400件くら

い（平成10年代）各所は推定14，000件

くらい保管

7署あり、5,000件くらい紙で保管。局では管

理していない。

事務所にて管理

1万件ほど
推定22,239件（13署＋4事業所）

約11,000~15,000件ほど

ほとんどを各署で保管。

3-1
管理している全ての台帳において、その形式の割合を教えてく

ださい。

紙　100%
紙　100%

PDF　98%

Excel　2％

紙　100% 紙　100%
紙　100%

PDF・Excel　不明
紙　100%

紙 100%

PDF 10%

Excel 1%

3-2 3の備考

・署によってはExcelで作成しているが、データ

があるとは限らない

・～15年前　手書きがほとんど

・署によっては、Excelで作成しているため、

データをもらえる可能性もある。

ほとんど紙で取っている。最近は各所によります

が、エクセルで作成して紙で印刷して提出。

PDF保管もありますが、割合は調べていない。

電子化作業中。R3年度末の進捗見込

（47%）ハードが壊れる事態になり、復元不

可。平成10年以降はエクセルで作成してい

る。

Excelで作成し、紙印刷している。PDFにして

いる事務所・署もある。

最近はエクセルで作成、紙で印刷。20年前

以前は手書きでしたが、平成に入ってからはエ

クセルのものあるかもしれません。割合は分かり

ません。

近畿中国局と同様。

➀局で管理してきた台帳の中で、項目に含まれておらず、シ

ステムで管理したい内容はあるか。ある場合、その項目と内

容を詳細に教えてください。

工事が完成した年度を入れる項目が欲しい ダム等の細かい規模・延長・高さ等（面積）

完成年度

施工：契約年月日

施設の位置情報

→（AAS）位置情報はGISで管理する。

→承知した。

施工：契約年月日

工事内容

・面積（ｍ2）

完成年度

契約年月日
北海道、関東と同じ。 特になし

➁E列の「必須か」を確認いただき、現在局で管理できていな

い項目が「必須」となっていないかご確認ください。ある場合、

その項目を教えてください。

い。署で管理なので不要かと。林班等は入れ

ている
林小班は必要。

なくなる、などの弊害があるのか。

→（AAS）ない。

・民有林の台帳は林班、小班名は管理され

ていないため、空欄でも台帳として登録できれ

ば望ましい。

・都道府県・市町村・大字・字までは入力で

きる。

民有林の場合、国有林のように林小班情報

を入れることができない。地区情報が入れられ

る項目がほしい。

→（AAS）都道府県・市町村・・を入力でき

る項目がある

→（近畿中国）問題ない。

反映される、されないのか。そこが分からなかっ

た。台帳に大字が書いていない場合もあり、大

字と回答していた。

→そのようなことはない。説明・検討が不足し

ていた。仕様を更新しておく。（AAS）

特になし

➂F列の「入力規則」をご確認いただき、現在局で管理して

いる項目では入力できない規則である場合、その項目と実際

の入力状況を教えてください。

はしていきたい。しかし昔のデータは完成年月

日が書かれていないので、そこをシステムでどう

管理していくのか。

→台帳に明記されていない内容は、そのまま

空白とする。（AAS）

する内容を示してもらいたいのと、自由入力も

あればいいのかなと。

→（AAS）自由入力とは概況（地質・土

壌・傾斜）のところか。

→（東北）そうだ。このような入力様式であ

れば、問題なさそうだ。

入力出来るように指導していく必要がある。

多々ある。直近はほぼ入っているが、過去遡る

とほぼ記入されていない。そこをシステムでどう

管理していくのか。

→（AAS）まずは、台帳をデジタル化するの

が優先であり、空白の部分があるのは仕方が

ない。これら項目が入力されていなくても、シス

テム・データ的に問題ないようにしたい。

リストから選べてもいいが、直接入力できること

が望ましい。
特になし

5

台帳番号の管理

※台帳番号が、IDとなりうるか、また現在の運用において台

帳番号が検索のために必要な情報になっているかを確認する

ため、この質問をした。

昔は署が、現在より多かったので、統合前は

同じ年度で台帳番号が被る可能性はある。

現在は、台帳番号が被るという問題はない。

統廃合があったため、その前後で台帳番号の

つけ方が異なる

関東は年度ごとの台帳管理で、2－1は令和

2年の１番、平成2年の1番も2－1ということ

は、年度・統廃合等の理由で、2－1がたくさ

ん出てくる可能性はある。

署ごとに番号を付けている 番号を振っていない 特になし

6 台帳の探し方

台帳番号は利用せず、以下の情報から探し

出す

・完成年度

・工事名称

位置確認、台帳の年度、現場を見ながら台

帳を確認

・山腹工は、流域別調査の報告書に、年度

が書いてあるのでそれをもとにその近辺の台帳

を見る作業を繰り返す

完成年度・工事名称・年度・国有林

等の情報から探し出している

他の局と同様。現場に行って被災した施設等

を見つけたらそこの情報を持ち帰り、台帳に

載っている位置図、また流域別調査の構造物

の年度で確認している。

特になし

7

費用シートにおいて、システム上で管理する範囲であれば、

請負費以外の項目（工事雑費、支給材料費、直営費）

は不要か。

今までの台帳では基本、請負費のみしか見受

けられないので。請負費のみでいいのかと。
北海道と同様

今後のものは請負費だけでいいのかなと。昔の

台帳に請負費より右に書かれているものは、

転記が必要かと思います。

台帳そのまま落としなく記入していますが、施

設によっては請負費だけでもいいのかなと。デー

タを整理している中で、明確な項目名では書

かれてはいない。管理していく上で、入力の際

に合計が合わないと、どちらで管理するのかで

打合せが必要になるかと、実際打合せになっ

た。最近のものは請負費とプラス（支給材料

費等）の合算値で入れている。

工事雑費、支給材料費、直営費は不要。工

事内容シートが大事。

北海道と同様ですが、請負費という表記にし

なくてもいいのかなと。経費を見るのなら、例え

ば、緊急災害の予算と通常の復帰予算の工

事があればその合計を取る形にするといいのか

なと。

特になし

8 工事内容シートに関する意見

台帳には単価は空白の場合が多い。例えば、

面積（㎡）等、自由入力できる項目

（列）が必要

特になし 特になし

基本的にはこの内容で進んでいますが、台帳

の体系に沿った形で統一されたほうが、将来

的にはデータとして管理しやすいと思います。種

別のところが入力の悩み、種別の中身の

「No1、No2」の入力は複雑になるので備考に

入力、切り分けたほうが良いと思う。また種別

は土留め工で既にあるので、支給材料費を入

れ込む等、また各工種名は多様な名前であ

やふやなので、体系に沿った規則を与えたほう

が便利。

単価は国有林の台帳にほとんどないので、この

様式はほぼ民有林の直轄治山事業にかかわ

ること。民直事業を抱えている局では紙でな

く、台帳に沿ったデータで渡す時に、時間をか

けることなくお渡し、抜けなく移管出できるかと

思う（全ての項目残す必要はある）。後は、

これに山腹の面積（ヘクタール数）項目が入

るくらいかと（民直の場合）

単価は入っていない台帳もある。 特になし 特になし

9
施設点検に関して（北海道からの意見あり）

また、施設点検の発注方法（データの管理方法）

・今まで点検してきた内容（例えば昔作ったダ

ムが今はどういう状況かの情報、画像等貼り

付ける等）を台帳に最終的に紐づけできるよ

うにしたい。

・調査業務を外注に出している。受注者から

エクセルデータで、緯度・経度の情報と現状を

写真が納品されている。

他局と同様

請負と職員と両方である。紙で作成して管理

しているものもあり、すべてがエクセルデータでは

ない。

他局と同様
将来的に紐づけできれば問題ない。活用でき

ると考える。
他局と同様 特になし

10
事業費区分（種）、歳出科目（項、目、細別）に関し

て、各局ではどのような内容を管理されているか。

北海道の台帳には記載はないので、入れてい

ない。

台帳に項目がない、予算管理もしていないの

で、入力されていない。

歳出科目のところは署によって異なる。特に入

れてくださいの指導はしていない。不要な項目

では。

台帳によって入力されているか否かは異なる。

入力必須の指導はしていない。

入れている署と入れていない署がある。項目と

してあることは問題ない。

科目に関して、サンプルでは「新設」とあるが、

「工事費」などが入力されるのでは。
特になし

4


